
Ⓒ 河合塾 2025 年 

地歴公民(世界史)  早稲田大学 法学部 1/1 

 

Ⅰ 

設問１ ③   設問２ ②   設問３ ③   設問４ ②   設問５ ②  

設問６ ③   設問７ ①   設問８ ④   設問９ ②  

 

Ⅱ 

設問１ ア   設問２ イ   設問３ ウ   設問４ ウ   設問５ ア  

設問６ イ   設問７ イ   設問８ エ   設問９ エ  

 

Ⅲ 

設問１ ４   設問２ １   設問３ ３   設問４ ３   設問５ ３  

設問６ ４   設問７ ４   設問８ ３  

 

Ⅳ 

設問１ ニ   設問２ ハ   設問３ イ   設問４ ハ   設問５ ハ  

設問６ ロ   設問７ ハ   設問８ イ  

 

Ⅴ［解答例］（句読点，算用数字は１字）  

ムガル帝国では，アクバルがジズヤ廃止など諸宗教の融和を図ったが，アウラングゼーブがジズヤ復

活などイスラーム化を進め，他宗教の離反を招いた。１９世紀には東インド会社による植民地支配へ

の反感からインド大反乱が発生し宗教間の協力がみられた。２０世紀にイギリスが分割統治の一環で

ヒンドゥーとムスリムを分断するベンガル分割令を出すと国民会議派は反英化したが，ムスリムは親

英的な全インド゠ムスリム連盟を結成した。第一次世界大戦後イギリスは自治の約束を十分に守らず，

ガンディーを中心に宗教を超えた民族運動が起こった。その後新インド統治法で州自治が認められた

が，州選挙で不振だったムスリム連盟は分離独立を唱え始めた。（300 字） 

 

 


